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(54)【発明の名称】 超音波画像処理装置

(57)【要約】
【課題】  簡単な操作で多重エコー部分を削除可能な超
音波画像処理装置を実現する。
【解決手段】  画像処理装置本体４は、断層像及び立体
画像を生成する画像処理や、画像を回転して表示する等
の画像処理を行うＣＰＵを有して構成される。このＣＰ
Ｕは、１音線データの音線中心から輝度値が閾値未満の
距離（ｒ）を探す処理を行い、探し出した距離（ｒ）を
決定する。そして、ＣＰＵは、決定した距離（ｒ）を用
いて、ラジアル画像を構成する全ての音線データに対し
て、音線中心から半径ｒの円をマスク範囲として設定す
る。そして、ＣＰＵは、設定したマスク範囲内の多重エ
コー部分を黒で塗りつぶす処理を行い削除する。そし
て、ＣＰＵは、立体画像を生成するのに必要なラジアル
画像及び垂直リニア画像を含む一連の画像データセット
の全てに上記処理を適用する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  超音波を送受波し、得られた超音波エコ
ー信号を用いて検査対象物の超音波画像を表示する超音
波画像処理装置において、
前記超音波エコー信号の分布状態を判別する判別手段
と、
前記判別手段の判別結果に基づき、前記超音波画像上に
表示される多重エコー部分を削除するためのマスク範囲
を設定するマスク範囲設定手段と、
を設けたことを特徴とする超音波画像処理装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、検査対象物に超音
波を送受して超音波画像を得るための画像処理を行う超
音波画像処理装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】近年、超音波診断装置は、医療用分野及
び工業用分野において、広く用いられる。超音波診断装
置は、超音波を検査対象物に送受信することにより、検
査対象物内を非侵襲的に診断するものである。
【０００３】超音波診断装置は、超音波の走査により得
られる画像が２次元画像となる。このため、超音波診断
装置は、ユーザに対してより診断し易い画像を提供する
ために、２次元画像から３次元画像を構築する超音波画
像処理装置と組み合わせて使用される場合がある。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、上記従
来の超音波画像処理装置は、超音波プローブ内外で発生
する多重エコー部分が２次元画像上に現われ、更にこの
２次元画像で構築される３次元画像（立体画像）上に表
示されて観察視野の妨げになる場合がある。
【０００５】上記従来の超音波画像処理装置は、３次元
画像を構築する複数の２次元画像に対して、ユーザが１
枚々マウス等で上記多重エコー部分をドラッグして指定
し、この多重エコー部分を削除するようにしていた。こ
のため、上記従来の超音波画像処理装置は、上記多重エ
コー部分の削除を行う操作が煩雑であり、時間が掛かっ
ていた。
【０００６】本発明は、上述した点に鑑みてなされたも
ので、簡単な操作で多重エコー部分を削除可能な超音波
画像処理装置を提供することを目的とする。
【０００７】
【課題を解決するための手段】上記目的を達成するた
め、本発明の請求項１は、超音波を送受波し、得られた
超音波エコー信号を用いて検査対象物の超音波画像を表
示する超音波画像処理装置において、前記超音波エコー
信号の分布状態を判別する判別手段と、前記判別手段の
判別結果に基づき、前記超音波画像上に表示される多重
エコー部分を削除するためのマスク範囲を設定するマス
ク範囲設定手段と、を設けたことを特徴としている。こ
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の構成により、簡単な操作で多重エコー部分を削除可能
な超音波画像処理装置を実現する。
【０００８】
【発明の実施の形態】以下、図面を参照して本発明の実
施の形態を説明する。
（第１の実施の形態）図１ないし図１３は本発明の第１
の実施の形態に係り、図１は第１の実施の形態を備えた
超音波診断装置の全体構成を示し、図２は図１の超音波
診断装置における３Ｄ表示処理のフローチャートを示
し、図３は２次元画像と３次元画像を得るための超音波
走査の様子を示し、図４は図３の動作からラジアル画像
等が得られる様子を示し、図５は多重エコーが除去され
る前後のラジアル画像及び垂直リニア画像の画像例を示
し、図５（Ａ）は多重エコーが表示されているラジアル
画像及び垂直リニア画像の画像例を示し、図５（Ｂ）は
多重エコーが除去された後のラジアル画像及び垂直リニ
ア画像の画像例を示し、図６はラジアル画像上のハンド
ルをドラッグして画像を回転させて表示した画像例を示
し、図７は４つの表示エリアに２次元画像と立体画像を
同時に表示した表示例を示し、図８はマウスの操作によ
り表示角度を変更して立体画像を表示する動作説明図を
示し、図９は多重エコーマスク処理のフローチャートを
示し、図１０は図５（Ａ）に示すラジアル画像の１音線
データにおける、音線中心からの距離に対するエコー輝
度分布を表すグラフを示し、図１１はラジアル画像を構
成する全ての音線データに対して、音線中心から半径ｒ
の円をマスク範囲として設定する際の概略図を示し、図
１２は図９の変形例を示す多重エコーマスク処理のフロ
ーチャートを示し、図１３はラジアル画像を構成する全
ての音線データに対して、音線中心からｒ〔ｎ〕で形成
される多角形をマスク範囲として設定する際の概略図を
示す。
【０００９】図１に示すように本発明の第１の実施の形
態を備えた超音波診断装置１は、超音波の送受波を行う
超音波プローブ２と、この超音波プローブ２と接続さ
れ、超音波プローブ２により得られるエコー信号に対し
て信号処理して超音波断層像の表示を行う超音波観測装
置３と、この超音波観測装置３で得られたエコーデータ
を基に各種画像処理を行う超音波画像処理装置本体（以
下、画像処理装置本体と略記））４と、この画像処理装
置本体４と接続され、超音波断層像及び立体画像を表示
するモニタ５とを有している。
【００１０】超音波プローブ２は、細長のプローブ挿入
部６を有して構成されている。プローブ挿入部６は、こ
の先端側に超音波を送受波する超音波振動子７が内蔵さ
れている。この超音波振動子７は、プローブ挿入部６内
に挿通されたフレキシブルシャフト８の先端に取り付け
られている。また、超音波プローブ２は、プローブ挿入
部６の後端の把持部内に駆動部９が内蔵されている。超
音波プローブ２は、駆動部９を構成する図示しない第１
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モータを回転することで、超音波振動子７が回転駆動さ
れ、この超音波振動子７からの超音波を放射状に順次出
射するようになっている。更に、超音波プローブ２は、
駆動部９を構成する図示しない第２モータを回転するこ
とで、フレキシブルシャフト８がプローブ挿入部６の軸
方向（長手方向で例えばＺ軸方向とする）に進退動さ
れ、従って超音波振動子７により出射される超音波をＺ
軸方向にリニア走査することができる。
【００１１】また、画像処理装置本体４は、超音波観測
装置３とケーブル１１により接続されている。画像処理
装置本体４は、ケーブル１１と接続されるネットワーク
インタフェース（Ｉ／Ｆと略記）１２と、断層像（２次
元画像）及び立体画像（３次元画像）を生成する画像処
理や、画像を回転して表示する等の画像処理を行うＣＰ
Ｕ１３と、ＣＰＵ１３により画像処理のワークエリアと
して使用されたり、画像処理に必要なデータの一時格納
などに利用されるメモリ１４と、ＣＰＵ１３が行う画像
処理のプログラムデータや画像データが記録されるハー
ドディスク装置（ＨＤＤと略記）１５と、モニタ５に表
示される画像データが一時格納されるフレームメモリ１
６と、画像データ等を記録する大容量の記録手段として
のＤＶＤ－ＲＡＭ）１７及び光磁気ディスク装置（ＭＯ
Ｄと略記）１８とのＩ／ＦとしてのスカジＩ／Ｓ（ＳＣ
ＳＩＩ／Ｆと略記）１９と、モニタ５に表示される立体
画像の視野角を変えて表示させる指示入力を行うポイン
ティングデバイスとしてのマウス２１及び患者データの
入力等を行うキーボード２２とのＩ／Ｆとしての入力デ
バイスＩ／Ｆ２３とを内蔵して構成されている。これら
ネットワークＩ／Ｆ１２、ＣＰＵ１３、メモリ１４、Ｈ
ＤＤ１５、フレームメモリ１６、ＳＣＳＩＩ／Ｆ１８、
入力デバイスＩ／Ｆ２１は、バス２４により接続され、
データを転送可能になっている。尚、ＤＶＤ－ＲＡＭ１
７及びＭＯＤ１８は、ＵＳＢやイーサネット（登録商
標）を介して接続しても良い。また、画像処理装置本体
４と、モニタ５と、ＤＶＤ－ＲＡＭ１７と、ＭＯＤ１８
と、マウス２１及びキーボード２２とは、画像処理装置
を構成される。尚、本実施の形態では、ＨＤＤ１５に格
納されるプログラムは、例えばＭＯＤ１８に着脱される
光磁気ディスク（ＭＯと略記）２５に格納された状態で
販売されるようになっている。このＭＯ２５は、ＭＯＤ
１８に挿入され、格納されたプログラムをインストール
する作業により、ＨＤＤ１５にそのプログラムが実行形
式で格納されるようになる。
【００１２】また、ＨＤＤ１５に格納されるプログラム
は、ＭＯ２５の代わりに、ＣＤ－ＲＯＭ等の他の記録媒
体にプログラムを格納して販売しても良い。これらプロ
グラムをインストールした後、ＣＰＵ１３は、ＨＤＤ１
５からプログラムを読み出してそのプログラムに沿った
処理を行うようになっている。
【００１３】上述のように駆動部９は、第１モータと第
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２モータとを設けてある。従って、超音波診断装置１
は、図２のフローチャートに示すように第１モータと第
２モータとを同期させて同時に回転駆動させることで、
超音波プローブ２が超音波をスパイラル状に出射して３
次元領域を走査（ヘリカルスキャン）し、超音波観測装
置３がＺ軸方向の座標位置が少しづつ異なる断層像を多
数得ることができ、これらの断層像から画像処理装置本
体４のＣＰＵ１３が立体画像を構築することができる。
【００１４】図２に示すように超音波診断装置１は、先
ず、ヘリカルデータを取り込む（ステップＳ１）。図３
はその概略の動作を示す。超音波プローブ２は、プロー
ブ挿入部６内の（フレキシブルシャフト８の先端の）超
音波振動子７をＺ方向に移動させながら回転駆動して超
音波を送受波することで、プローブ挿入部６の軸方向
（つまりＺ軸方向）にほぼ垂直な断面の２次元超音波画
像（以下、ラジアル画像と記す）Ｇｒを得る。
【００１５】超音波振動子７は、Ｚ方向にＰａからＰｂ
の位置まで、所定のピッチ単位でリニア状に移動され
る。その結果、画像処理装置本体４は、超音波観測装置
３を経てＨＤＤ１５に番号Ｎ１からＮｎ番目までの、所
定のピッチ毎のラジアル画像Ｇｒが格納される。得られ
たラジアル画像Ｇｒは、メモリ１４に転送され、そのメ
モリ空間に図４の如く格納される。これら所定ピッチで
連続して得た複数枚のラジアル画像Ｇｒは、擬似的な立
体画像Ｇｓを生成するのに用いられる。
【００１６】ユーザは、Ｖｉｅｗ切替ボタン（図７の符
号Ｂｂ）のＤＰＲ（Dual Plane Reconstruction ：２画
面構築）ボタンを操作して、ラジアル画像Ｇｒと、この
ラジアル画像を縦方向に割った垂直リニア画像Ｇｖｌと
から構成されるＤＰＲ画像を選択表示させる（ステップ
Ｓ２）。すると、メモリ１４は、このメモリ空間からラ
ジアル画像Ｇｒ及び垂直リニア画像Ｇｖｌの形式でデー
タが読み出される。そして、読み出されたデータは、フ
レームメモリ１６に転送されてモニタ５に出力されるこ
とで、図５（ａ）に示すようにラジアル画像Ｇｒ及びリ
ニア画像Ｇｖｌがモニタ５に表示されるようになってい
る。
【００１７】ここで、図５（Ａ）に示すラジアル画像Ｇ
ｒ及び垂直リニア画像Ｇｖｌは、超音波プローブ２の内
外で多重反射される多重エコーが表示されている。そこ
で、これらラジアル画像Ｇｒ及び垂直リニア画像Ｇｖｌ
は、図５（Ｂ）に示すように多重エコー部分を除去する
操作が行われる（ステップＳ３）。本実施の形態では、
後述するように簡単な操作でラジアル画像Ｇｒ及び垂直
リニア画像Ｇｖｌに表示される多重エコー部分を削除可
能に構成している。
【００１８】その後、図５（Ｂ）に示すラジアル画像Ｇ
ｒは、その画像上のハンドルをドラッグして、４５°程
度イメージローテーションする操作が行われ、図６に示
すように回転される（ステップＳ４）。上記多重エコー
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除去及びイメージローテーションの操作は、立体画像Ｇ
ｓを生成するのに必要な一連の画像データセットの画像
に適用される。
【００１９】従って、画像処理装置本体４は、一連の画
像から多重エコーが除去されると共に、イメージローテ
ーションされた画像が生成され、モニタ５に表示されて
いる画像においても多重エコーが除去されてイメージロ
ーテーションされた画像が表示されるようになってい
る。次に、ユーザは、Ｖｉｅｗ切替ボタン（図７の符号
Ｂｂ）の立体画像（図面では３Ｄ画像と略記）ボタンを
操作して、立体画像Ｇｓを選択表示させる（ステップＳ
５）。すると、画像処理装置本体４は、例えば図７に示
すようにモニタ５の表示部に４つの画像表示エリア（具
体的には、ラジアル画像表示エリア、垂直リニア画像表
示エリア、水平リニア画像表示エリア、立体画像表示エ
リア）にそれぞれ画像ラジアル画像Ｇｒ、垂直リニア画
像Ｇｖｌ、（右側から見た）水平リニア画像Ｇｈｌ、立
体画像Ｇｓとを表示させる（ステップＳ６）。
【００２０】この場合、画像処理装置本体４は、ラジア
ル画像Ｇｒ上に設定したカットラインＹ１、Ｘ１をマウ
スでドラッグして移動されると、それに対応して垂直リ
ニア画像Ｇｖｌと、水平リニア画像Ｇｈｌとを更新して
モニタ５のそれぞれのエリアに表示するようになってい
る。つまり、モニタ５は、ラジアル画像Ｇｒに表示され
たカットラインＹ１の位置に対応した垂直リニア画像Ｇ
ｖｌが垂直リニア画像表示エリアに表示され、カットラ
インＸ１の位置に対応した水平リニア画像Ｇｈｌが水平
リニア画像表示エリアに表示される。
【００２１】また、立体画像表示エリアは、カットライ
ンＹ１、Ｘ１に対応した切断面Ｍ１，Ｍ２で立体画像Ｇ
ｓが表示される。ここで、画像処理装置本体４は、垂直
リニア画像Ｇｖｌ上で、或いは水平リニア画像Ｇｈｌ上
で、カットラインＺ１をドラッグして移動されると、ラ
ジアル画像Ｇｒ及び立体画像Ｇｓの手前側のラジアル画
像部分を更新し、ラジアル画像Ｇｒをラジアル画像表示
エリアに表示すると共に、立体画像Ｇｓを立体画像表示
エリアに表示させる。
【００２２】一方、画像処理装置本体４は、垂直リニア
画像Ｇｖｌ上で、或いは水平リニア画像Ｇｈｌ上で、カ
ットラインＺ２をドラッグして移動されると、立体画像
Ｇｓの奥側のラジアル画像部分を更新し、ラジアル画像
Ｇｒをラジアル画像表示エリアに表示すると共に、立体
画像Ｇｓを立体画像表示エリアに表示させる。
【００２３】このように処理装置本体４は、カットライ
ンＹ１，Ｘ１や切断面Ｍ１、Ｍ２は、ユーザの操作で位
置を変更することが可能であり、変更された位置に対応
したラジアル画像Ｇｒ、リニア画像Ｇｖｌ、Ｇｈｌ、立
体画像Ｇｓが表示される。尚、選択されている画像、図
７の場合、ラジアル画像の縮小画像（サムネイル画像）
は、右上の操作ウィンドウに表示されるようになってい
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る。また、立体画像Ｇｓは、立体の頂点を視野角変更の
指示手段としてのマウス２１でドラッグすることによ
り、画像表示の視野角を変更して表示できるようにして
いる。
【００２４】図７の立体画像Ｇｓは、立体画像を構成す
る３つの頂点位置のいずれかにユーザがマウスカーソル
を近づけると、図８に示すように丸印で表されるハンド
ルが選択されて自動的に表示される。また、図８に示す
立体画像Ｇｓは、選択された場合、例えば左上には表示
操作ボタンＢが表示される。
【００２５】そして、ユーザは、マウス２１にてマウス
カーソルをハンドルに重ねる。すると、マウスカーソル
が重なったハンドルは、｜から●等に選択された選択状
態に変化する。そして、ユーザは、画像を回転させるた
めにマウス２１を左クリックしてドラッグし、ハンドル
を回転させる。すると、立体画像Ｇｓは、このハンドル
で回転される操作量に応じて、逐次回転するようになっ
ている。尚、立体画像Ｇｓは、表示操作ボタンＢのいず
れかのステップボタンをマウス２１によりクリックして
回転させることもできる。
【００２６】このように画像処理装置本体４は、マウス
２１の操作で簡単に立体画像Ｇｓを所望とする方向に回
転させることができる。上述した処理は、ユーザの入力
指示に従って、画像処理装置本体４のＣＰＵ１３が行っ
ているものである。
【００２７】また、ＣＰＵ１３は、判別手段及びマスク
範囲設定手段とを兼ね、超音波エコー信号の分布状態を
判別すると共に、この判別結果に基づき、超音波画像上
に表示される多重エコー部分を削除するためのマスク範
囲を設定するように構成されている。この場合の作用を
図９のフローチャートを参照して説明する。図９は、多
重エコーマスク処理のフローチャートを示している。
【００２８】先ず、最初のステップＳ１１で、ＣＰＵ１
３は、平滑化の処理を行う。このステップＳ１１では、
ＣＰＵ１３は、メモリ１４から読み出されたラジアル画
像Ｇｒを構成するエコーデータに対し、ノイズを低減す
るために公知の方法で平滑化する処理を行う。次に、平
滑化されたエコーデータに対し、ステップＳ１２では、
ＣＰＵ１３は、１音線データを取り出す処理を行う。
【００２９】ここで、ラジアル画像Ｇｒは、例えば、数
百本の音線と呼ばれる線データで構成され、これら音線
のエコー輝度により表される（図１１参照）。上述した
図５（Ａ）に示すラジアル画像Ｇｒは、例えば、図１０
に示すように１音線データでのエコー輝度分布で見る
と、音線中心から所定距離（ｒ）内に多重エコー部分が
現れる。
【００３０】そこで、本実施の形態では、ＣＰＵ１３
は、超音波振動子７の超音波放射位置である音線中心か
ら１音線の輝度値が閾値未満の距離（ｒ）以内を、多重
エコー部分を削除するためのマスク範囲として設定する
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7
ように構成している。即ち、ステップＳ１３では、ＣＰ
Ｕ１３は、取り出した１音線データの音線中心から輝度
値が閾値（スレショルド値）未満の距離（ｒ）を探す処
理を行う。
【００３１】そして、ステップＳ１４では、ＣＰＵ１３
は、探し出した距離（ｒ）を決定する。次に、ステップ
Ｓ１５では、ＣＰＵ１３は、決定した距離（ｒ）を用い
て、図１１に示すようにラジアル画像Ｇｒを構成する全
ての音線データに対して、音線中心から半径ｒの円をマ
スク範囲として設定する。
【００３２】これにより、ステップＳ１６では、ＣＰＵ
１３は、設定したマスク範囲内の多重エコー部分を黒で
塗りつぶす処理を行い削除することができる。そして、
ステップＳ１７では、ＣＰＵ１３は、立体画像Ｇｓを生
成するのに必要なラジアル画像Ｇｒ及び垂直リニア画像
Ｇｖｌを含む一連の画像データセットの全てに上記処理
を適用する。
【００３３】これにより、本実施の形態の画像処理装置
本体４は、簡単な操作で自動的に多重エコー部分を削除
することが可能である。
【００３４】尚、上記図９に示すフローチャートの処理
は、例えば、ユーザがＶｉｅｗ切替ボタンのＤＰＲボタ
ンを操作してＤＰＲ画像を選択表示させた際に、自動的
に行われるようにしても良いし、また、メモリ１４にラ
ジアル画像Ｇｒのデータを転送される際に、自動的に行
われるようにしても良い。
【００３５】また、上記図９に示すフローチャートの処
理は、取り出した１音線データの音線中心から輝度値が
閾値（スレショルド値）未満の距離（ｒ）を探す処理を
行うように構成しているが、音線中心から輝度値が曲線
上で谷（極小点）となる距離（ｒ）を探す処理を行うよ
うに構成しても良い。
【００３６】また、多重エコーマスク処理は、図１２の
フローチャートに示すように構成しても良い。先ず、最
初のステップＳ１１’では、ＣＰＵ１３は、図９のフロ
ーチャートと同様に平滑化の処理を行う。次に、ステッ
プＳ２１では、ＣＰＵ１３は、第１番目の音線としてパ
ラメータｎに１を代入し、ステップＳ２２では第ｎ〔＝
１〕番目の音線データを取り出す。次に、ステップＳ２
３では、ＣＰＵ１３は、取り出した第ｎ〔＝１〕番目の
音線データの音線中心から輝度値が閾値（スレショルド
値）未満の距離（ｒ〔ｎ＝１〕）を探す処理を行う。そ
して、ステップＳ２４では、ＣＰＵ１３は、探し出した
距離（ｒ〔ｎ＝１〕）を決定する。
【００３７】次に、ステップＳ２５では、ＣＰＵ１３
は、パラメータｎをｎ＋１に置き換え、ステップＳ２６
では、ｎ＞Ｎを比較することで、上記処理（Ｓ２２～Ｓ
２６）を繰り返し、全ての音線データＮに対して距離
（ｒ〔ｎ〕）を決定する。そして、ステップＳ２５で
は、ＣＰＵ１３は、図１３に示すように全ての音線デー
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タに対して、音線中心からｒ〔ｎ〕で形成される多角形
を生成し、これをマスク範囲として設定する。
【００３８】これにより、ステップＳ１６’では、ＣＰ
Ｕ１３は、設定したマスク範囲内の多重エコー部分を黒
で塗りつぶす処理を行い削除することができる。そし
て、ステップＳ１７’では、ＣＰＵ１３は、立体画像Ｇ
ｓを生成するのに必要なラジアル画像Ｇｒ及び垂直リニ
ア画像Ｇｖｌを含む一連の画像データセットの全てに上
記処理を適用する。
【００３９】これにより、本変形例の画像処理装置本体
４は、上記第１の実施の形態と同様な効果を得ることに
加え、更に、マスク範囲を詳細に設定することが可能で
あり、多重エコー部分の取りこぼしがなくなる。
【００４０】（第２の実施の形態）図１４ないし図２０
は本発明の第２の実施の形態に係り、図１４は第２の実
施の形態の多重エコーマスク処理のフローチャートを示
し、図１５は多重エコー部分が生体壁から離れている場
合の、１音線データにおける、音線中心からの距離に対
するエコー輝度分布を表すグラフを示し、図１６は多重
エコー部分が生体壁に近接している場合のラジアル画像
の画像例を示し、図１７は図１６に示すラジアル画像の
１音線データにおける、音線中心からの距離に対するエ
コー輝度分布を表すグラフを示し、図１８は図１６の状
態からトレース範囲を補正してマスク範囲を設定表示し
た際のラジアル画像の画像例を示し、図１９は図１４の
変形例を示す多重エコーマスク処理のフローチャートを
示し、図２０は他の画像データセットのフレームの１音
線データにおける、音線中心からの距離に対するエコー
輝度分布を表すグラフを示し、図２０（Ａ）は、第１フ
レームの１音線データにおける、音線中心からの距離に
対するエコー輝度分布を表すグラフを示し、図２０
（Ｂ）は、第２フレームの１音線データにおける、音線
中心からの距離に対するエコー輝度分布を表すグラフを
示し、図２０（Ｃ）は、第３フレームの１音線データに
おける、音線中心からの距離に対するエコー輝度分布を
表すグラフを示す。
【００４１】上記第１の実施の形態は、多重エコー部分
が生体壁から離れている場合において、多重エコー部分
を削除するためのマスク範囲に設定するように構成して
いるが、本第２の実施の形態は、多重エコー部分が生体
壁に近接している場合において、多重エコー部分を削除
するためのマスク範囲に設定するように構成する。それ
以外の構成は、上記第１の実施の形態と同様なので説明
を省略し、同じ構成には同じ符号を付して説明する。
【００４２】即ち、本発明の第２の実施の形態の画像処
理装置本体は、図１４に示すフローチャートに従って多
重エコーマスク処理を行うように構成されている。図１
４に示すように先ず、最初のステップＳ１１’では、Ｃ
ＰＵ１３は、上記第１の実施の形態で説明したのと同様
に平滑化の処理を行う。
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9
【００４３】そして、ステップＳ３１では、ラジアル画
像Ｇｒに対して、ユーザがマウス等を用いてマスク範囲
をトレースする。このとき、ユーザは、マウスをドラッ
グして多重エコー部分を囲むようにマウスカーソルでト
レースし、ドラッグを終了してトレースを確定させる。
【００４４】ここで、多重エコー部分が生体壁から離れ
ている場合、図１５に示すように１音線データでのエコ
ー輝度分布で見ると、ＣＰＵ１３は、トレース範囲をマ
スク範囲に設定しても良い。しかしながら、図１６に示
すようにラジアル画像Ｇｒは、多重エコー部分が生体壁
に近接している場合がある。この場合、上記処理は、設
定したマスク範囲から多重エコー部分を取りこぼしてし
まい、多重エコー部分を残してしまう。
【００４５】図１６に示すラジアル画像Ｇｒは、１音線
データで見ると、例えば、図１７に示すように表され
る。ここで、多重エコー部分と生体壁との境界は、音線
中心から輝度値が曲線上で谷（極小点）となる位置であ
る。
【００４６】そこで、本実施の形態では、ＣＰＵ１３
は、音線データの音線中心から輝度値が曲線上で谷（極
小点）となる距離を決定することで、トレース近傍にお
いて多重エコー部分と生体壁との境界を抽出し、トレー
スしたマスク範囲を補正するように構成している。
【００４７】ステップＳ３２では、ユーザがモニタ５に
表示される図示しない補正ボタンをマウスでクリックし
て操作し、以降のステップでＣＰＵ１３が自動的に上記
補正処理を行う。
【００４８】ステップＳ３３で、ＣＰＵ１３は、第１番
目の音線としてパラメータｎに１を代入し、ステップＳ
３４では第ｎ〔＝１〕番目の音線データを取り出す。次
に、ステップＳ３５では、ＣＰＵ１３は、取り出した第
ｎ〔＝１〕番目の音線データの音線中心から輝度値が曲
線上で谷（極小点）となる距離を探し、トレース近傍に
おいて多重エコー部分と生体壁との境界を抽出する処理
を行う。
【００４９】そして、ステップＳ３６では、ＣＰＵ１３
は、第ｎ〔＝１〕番目の音線データにおいて、抽出した
境界位置でトレース範囲を補正する。次に、ステップＳ
３７では、ＣＰＵ１３は、パラメータｎをｎ＋１に置き
換え、ステップＳ３８では、ｎ＞Ｎを比較することで、
上記処理（Ｓ３４～Ｓ３８）を繰り返し、全ての音線デ
ータＮに対してトレース範囲を補正する。
【００５０】そして、ステップＳ３９では、ＣＰＵ１３
は、図１８に示すように全ての音線データに対して、ト
レース範囲を補正したマスク範囲を設定する。これによ
り、ステップＳ１６’では、ＣＰＵ１３は、設定したマ
スク範囲内の多重エコー部分を黒で塗りつぶす処理を行
い削除することができる。
【００５１】そして、ステップＳ１７’では、ＣＰＵ１
３は、立体画像Ｇｓを生成するのに必要なラジアル画像
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Ｇｒ及び垂直リニア画像Ｇｖｌを含む一連の画像データ
セットの全てに上記処理を適用する。
【００５２】これにより、本第２の実施の形態の画像処
理装置本体４は、上記第１の実施の形態と同様な効果を
得ることに加え、多重エコー部分が生体壁に近接してい
る場合もマスク範囲を詳細に設定することが可能であ
り、多重エコー部分の取りこぼしがなくなる。
【００５３】また、多重エコーマスク処理は、図１９の
フローチャートに示すように構成しても良い。図１９に
示す多重エコーマスク処理は、ステップＳ３５’の取り
出した第ｎ〔＝１〕番目の音線データによる、トレース
近傍において多重エコー部分と生体壁との境界を抽出す
る処理を行うところまでは上記第２の実施の形態と同様
である。
【００５４】そして、ステップＳ４１では、ＣＰＵ１３
は、他の（画像データセットの）フレームの同じ第ｎ
〔＝１〕番目の音線においてもステップＳ３５’と同様
に、トレース近傍において多重エコー部分と生体壁との
境界を抽出する処理を行う。
【００５５】ここで、ラジアル画像Ｇｒは、他の（画像
データセットの）フレームを１音線データで見ると、例
えば、図２０に示すように表される。図２０（Ａ）は、
第１フレームの１音線データにおける、音線中心からの
距離に対するエコー輝度分布を表すグラフを示し、図２
０（Ｂ）は、第２フレームの１音線データにおける、音
線中心からの距離に対するエコー輝度分布を表すグラフ
を示し、図２０（Ｃ）は、第３フレームの１音線データ
における、音線中心からの距離に対するエコー輝度分布
を表すグラフを示している。
【００５６】本変形例は、これら（立体画像Ｇｓを生成
するのに必要なラジアル画像Ｇｒ及び垂直リニア画像Ｇ
ｖｌを含む一連の画像データセット）の全てのフレーム
において、ＣＰＵ１３は、ステップＳ４２で多重エコー
部分と生体壁との境界の平均を算出し、この値を第ｎ
〔＝１〕番目の音線データの補正値とする。
【００５７】次に、ステップＳ４２では、ＣＰＵ１３
は、パラメータｎをｎ＋１に置き換え、ステップＳ４３
では、ｎ＞Ｎを比較することで、上記処理（Ｓ３４’～
Ｓ４３）を繰り返し、全ての音線データＮに対してトレ
ース範囲を補正する。そして、ステップＳ４では、ＣＰ
Ｕ１３は、全ての音線データに対して、トレース範囲を
補正したマスク範囲を設定する。
【００５８】これにより、ステップＳ１６’では、ＣＰ
Ｕ１３は、設定したマスク範囲内の多重エコー部分を黒
で塗りつぶす処理を行い削除することができる。そし
て、ステップＳ１７’では、ＣＰＵ１３は、立体画像Ｇ
ｓを生成するのに必要なラジアル画像Ｇｒ及び垂直リニ
ア画像Ｇｖｌを含む一連の画像データセットの全てに上
記処理を適用する。
【００５９】これにより、本変形例の画像処理装置本体
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４は、上記第２の実施の形態と同様な効果を得ることに
加え、多重エコー部分と生体壁との境界の平均を取って
いるので、マスク範囲の設定が一度のトレースで済み、
より高速化が可能である。
【００６０】尚、本発明は、以上述べた実施形態のみに
限定されるものではなく、発明の要旨を逸脱しない範囲
で種々変形実施可能である。
【００６１】［付記］
（付記項１）  超音波を送受波し、得られた超音波エコ
ー信号を用いて検査対象物の超音波画像を表示する超音
波画像処理装置において、前記超音波エコー信号の分布
状態を判別する判別手段と、前記判別手段の判別結果に
基づき、前記超音波画像上に表示される多重エコー部分
を削除するためのマスク範囲を設定するマスク範囲設定
手段と、を設けたことを特徴とする超音波画像処理装
置。
【００６２】（付記項２）  前記超音波画像上で前記マ
スク範囲をトレースするトレース手段を有し、前記マス
ク範囲設定手段は、前記トレース手段のトレース近傍で
前記多重エコー部分と前記検査対象物との境界を抽出す
る境界抽出手段と、この境界抽出手段で抽出した境界に
て前記トレース手段でトレースした前記マスク範囲を補
正する補正手段と、を具備したことを特徴とする付記項
１に記載の超音波画像処理装置。
【００６３】（付記項３）  前記判別手段は、前記超音
波エコー信号の音線中心から輝度値が所定値以下となる
所定範囲を判別することを特徴とする付記項１に記載の
超音波画像処理装置。
【００６４】（付記項４）  前記判別手段は、前記超音
波エコー信号の音線中心から輝度値が極小点となる所定
範囲を判別することを特徴とする付記項１に記載の超音
波画像処理装置。
【００６５】（付記項５）  前記境界抽出手段は、前記
超音波エコー信号の音線中心から輝度値が極小点となる
距離を決定することで、前記トレース手段のトレース近
傍で多重エコー部分と検査対象物との境界を抽出するこ
とを特徴とする付記項２に記載の超音波画像処理装置。
【００６６】
【発明の効果】以上説明したように本発明によれば、簡
単な操作で多重エコー部分を削除可能な超音波画像処理
装置を実現できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の１実施の形態を備えた超音波診断装置
の全体構成を示すブロック図。
【図２】図１の超音波診断装置における３Ｄ表示処理の
フローチャート図。
【図３】２次元画像と３次元画像を得るための超音波走
査の様子を示す説明図。
【図４】図２の動作からラジアル画像等が得られる様子
を示す図。
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【図５】多重エコーが除去される前後の画像例を示す
図。
【図６】ラジアル画像上のハンドルをドラッグして画像
を回転させて表示した画像例を示す図。
【図７】４つの表示エリアに２次元画像と立体画像を同
時に表示した表示例を示す図。
【図８】マウスの操作により表示角度を変更して表示す
る処理を示す動作説明図。
【図９】多重エコーマスク処理のフローチャート図。
【図１０】図５（Ａ）に示すラジアル画像の１音線デー
タにおける、音線中心からの距離に対するエコー輝度分
布を表すグラフを示す図。
【図１１】ラジアル画像を構成する全ての音線データに
対して、音線中心から半径ｒの円をマスク範囲として設
定する際の概略図。
【図１２】図９の変形例を示す多重エコーマスク処理の
フローチャート図。
【図１３】ラジアル画像を構成する全ての音線データに
対して、音線中心からｒ〔ｎ〕で形成される多角形をマ
スク範囲として設定する際の概略図。
【図１４】第２の実施の形態の多重エコーマスク処理の
フローチャート図。
【図１５】多重エコー部分が生体壁から離れている場合
の、１音線データにおける、音線中心からの距離に対す
るエコー輝度分布を表すグラフを示す図。
【図１６】多重エコー部分が生体壁に近接している場合
のラジアル画像の画像例を示す図。
【図１７】図１６に示すラジアル画像の１音線データに
おける、音線中心からの距離に対するエコー輝度分布を
表すグラフを示す図。
【図１８】図１６の状態からトレース範囲を補正してマ
スク範囲を設定表示した際のラジアル画像の画像例を示
す図。
【図１９】図１４の変形例を示す多重エコーマスク処理
のフローチャート図。
【図２０】他の画像データセットのフレームの１音線デ
ータにおける、音線中心からの距離に対するエコー輝度
分布を表すグラフを示す図。
【符号の説明】
１…超音波診断装置
２…超音波プローブ
３…超音波観測装置
４…画像処理装置本体
５…モニタ
６…プローブ挿入部
７…超音波振動子
８…フレキシブルシャフト
９…駆動部
１３…ＣＰＵ
１４…メモリ
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１５…ＨＤＤ
１６…フレームメモリ
１７…ＤＶＤ－ＲＡＭ
１８…ＭＯＤ *
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*１９…ＳＣＳＩＩ／Ｆ
２１…マウス
２２…キーボード
２５…ＭＯ

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】

【図６】 【図１０】
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